
　

意図（どういう状態にしたいのか）
防護機能の強化により背後地域を高潮や津波から守り、災害に強い港湾
機能を提供することにより、人びとの安全なくらしに貢献し、施設利用者が
安全安心に利用できる、信頼される港サービスの対象物（何を） 高潮防波堤や防潮壁などの防護機能や港湾機能

施策推進
責任者

建設部長
施策 ５ 港の安全性・信頼性の向上

１．ＰＬＡＮ（目的・展開内容）

施策５
施策評価シート 対象事業年度 平成 29 年度

政策 Ⅲ 安全・安心な港

目的
サービスの対象者（誰のために） 地域住民、来訪者、就業者、船会社、港湾運送事業者、荷主など

展開①

背後地域を津波、高潮から守る防護機能の強化

展開②

港湾施設の計画的な更新・強化による安心・安全な港湾機能の提供

展開③

港湾施設等の耐震化による安全性の向上

高潮防波堤の改良事業や防潮壁、堀川口防潮水門、中川口通船門等の補強対
策を進めることにより、津波、高潮などの海岸災害に対する防護機能を強化しま
す。

港湾施設の老朽化に対し、予防保全の観点から計画的な維持管理に取り
組み、利用者へ安心・安全な港湾機能の提供を行います。

港湾施設等の耐震診断や耐震補強などを行うことにより、災害時に
おける施設の安全性の向上に取り組みます。

・事務事業の方向性を判断した理由
・目標年次の変更等の理由　等

　　中段：指標　実績値
成果 コスト

　　下段：事業費（単年度・人件費込・国費除く）

２．ＤＯ（施策を構成する各事務事業の取組内容・今後の方向性）

指標名
【指標型】

27年度 28年度 29年度

　　上段：指標　目標値

目標値

30年度以降の方向性
コード

事務事業名
（担当課名）

29年度の
状況

29年度実施事業に基づく評価結果

施05
事101

施05
事102

高潮防波堤（改良）整備事業
（事業推進課）

防潮壁（改良）整備事業
（事業推進課）

【展開①】背後地域を津波、高潮から守る防護機能の強化

事業進捗率（整備費換算）
【進行管理型】

89.9％ 100.0％
100%（累計）

89.9％ 100.0％

・港の安全性向上に必要不可欠な事業であり、着実に事業を
進めていく必要があるため。

696,289千円 550,678千円 28年度完了

整備完了地区数
【進行管理型】

1地区 2地区 2地区
２地区（累計）

1地区 1地区 2地区 取組及び資源（財・人）の投入は
妥当である。現状を維持する。347,470千円 174,580千円 596,226千円 30年度

順調 継続

維持 維持

・港の安全性向上に必要不可欠な事業であり、着実に事業を
進めていく必要があるため。

72,440千円 33,416千円 30年度完了

既設躯体への耐震補強工事
完了までの進捗状況

（全４工程）
【進行管理型】

3工程 3工程 3工程
3工程（累計）

3工程

順調 延伸

維持 維持
・防潮扉利用者との調整により施工時期を延伸する必要があ
るため。
※今回の評価にて、事業完了年度を延伸（３０→３１年度）

取組及び資源（財・人）の投入は
妥当である。現状を維持する。

防潮扉の改良数
【進行管理型】

44箇所 49箇所 54箇所
58箇所（累計）

44箇所 49箇所 52箇所

取組及び資源（財・人）の投入は
妥当である。現状を維持する。46,502千円 145,338千円 254,200千円 30年度

順調 継続

維持 維持

3工程

134,689千円

583,648千円 804,628千円 29年度完了

海岸保全基本計画見直し
までの進捗状況
（全６工程）
【進行管理型】

6工程
6工程（累計）

6工程

やや
遅れ

延伸

拡大 維持 ・想定外の地中障害物等により、前扉室左岸、後扉室左岸に
おいて、平成２９年度完了に至らず、平成３０年度に確実に整
備を完了する必要があるため。　　　　　　　　　　　　【重点化】
＊今回の評価にて、事業完了年度を延伸（２９→３０年度）

資源（財・人）の投入は維持したま
ま、取組を強化することによって、
成果をあげる必要がある。

既設躯体への耐震補強工事
完了までの進捗状況

（全４工程）
【進行管理型】

3工程 3工程 4工程
4工程（累計）

3工程 3工程 3工程

6,387千円 27年度完了

・港湾施設等の適切な維持補修により、施設の安全性確保や
延命化を着実に進めていく必要があるため。

203,120千円 930,142千円 889,974千円 30年度

・震災時の緊急物資輸送や震災後の復旧期間における貨物
輸送を確保するために必要不可欠な事業であり、着実に事業
を進めていく必要があるため。

継続

維持 維持港湾施設等アセットマネジメン
ト推進計画に基づく
補修施設数
【進行管理型】

- 55箇所 110箇所
165箇所（累計）

順調 継続

維持 維持

取組及び資源（財・人）の投入は
妥当である。現状を維持する。

事業進捗率（整備費換算）
【進行管理型】

9.9％ 33.6％ 57.3％
84.9%（累計）

8.0％ 32.4％ 55.7％

取組及び資源（財・人）の投入は
妥当である。現状を維持する。481,055千円 1,875,565千円 1,823,187千円 30年度

順調

港湾施設等アセットマネジメン
ト推進計画策定の工程

（全６工程）
【進行管理型】

6工程
6工程（累計）

6工程

27年度完了

124,086千円 281,466千円 213,767千円 30年度

・引き続き、耐震性が不足する建築物の地震対策を実施して
いく必要があるため。

100%（累計）

順調 継続

維持 維持

取組及び資源（財・人）の投入は
妥当である。現状を維持する。

３．ＣＨＥＣＫ（成果目標の状況・29年度の取組内容など）

1.97

老朽化や故障などにより、使用停止した
港湾施設の数

4,613,857千円 4,615,398千円施策コスト（合計） 2,214,635千円

構成事務事業の妥当性（施策目的を達成するために構成した事務事業に不足や問題点はないか？）

適正・見直しが必要

（見直しが必要な場合、見直しの方向性を記入）

４．ＡＣＴＩＯＮ（課題・30年度以降の取組方針）

成果目標の達成度に対する評価（外部要因等があればその旨を踏まえて記載）

防潮壁等の機能強化を行った整備延長
目標値 ｋｍ 1.28 1.66 1.77 1.94

・防潮壁等の機能強化を行った整備延長については、鴨浦地区、築地東ふ頭及び潮見ふ頭の整備に鋭意取り組み、
目標値を上回ることができました。

・港湾施設の適切な維持管理により、老朽化や故障などにより使用停止した施設はありませんでした。

実績

施策　成果目標 27年度 28年度 29年度
目標値
[30年度]

ｋｍ 1.30 1.59

実績

29年度に取り組んだ内容 課題 30年度以降の取組方針

【
展
開
③

】

・昭和３，４，５，６，７号上屋の耐震診断調査を行いました。

・稲永ふ頭北１，２号上屋、稲永ふ頭南１，２，３，４，５号上屋及び大江ふ頭１号上屋
の補強実施設計を行いました。

・金城ふ頭Ａ、Ｂ号上屋及び木場金岡ふ頭こう門詰所の耐震工事を実施しました。

【
展
開
③

】

・建築物の地震対策は、港の安全性向上に必要不可欠な事業であり、継
続的に事業を進めていく必要があります。

・耐震性能が不足する建築物の地震対策を引き続き行っていきます。

【
展
開
①

】

・防潮壁の地震・津波対策として、鴨浦地区、築地東ふ頭地区、潮見ふ頭地区の改
良を行うとともに、築地東ふ頭地区、昭和ふ頭地区の基本設計を行いました。

・防潮扉（改良）整備事業として、ガーデンふ頭の防潮扉のアルミ化及びガーデンふ
頭、船見ふ頭の防潮壁の壁体化を行いました。

・堀川口防潮水門の地震・津波対策として、４号通航水門躯体の耐震補強工事を完
了しました。また、３号通航水門躯体の耐震補強工事を進めました。

・中川口通船門の地震・津波対策として、前扉室右岸及び後扉室右岸の耐震補強工
事を完了しました。また、前扉室左岸及び後扉室左岸の耐震補強工事を進めました
が、想定外の地中障害物等により完了に至りませんでした。

【
展
開
①

】

・防潮壁の改良は、整備に必要な予算を確保する必要があります。

・防潮扉の改良は、工事期間中の通行制限などが港湾活動や企業活動に
大きな影響を及ぼすことから、利用者調整を行いつつ、進めていく必要が
あります。

・堀川口防潮水門及び中川口通船門は、背後地の安全性の向上に必要不
可欠な事業であり、着実に進めていく必要があります。また、堀川口防潮
水門は、高潮対策に主眼をおいた構造であることから、津波への対策を更
に強化する必要があります。

・防潮壁の改良は、整備に必要な予算確保に努めるとともに、概ね１０年
以内に着手及び着手検討する箇所の調査を平成３０年度完了を目途に
実施し、着実かつ早期の完了を目指していきます。

・防潮扉の改良は、利用者調整の結果、完了年度を平成３１年度に延伸
し整備を推進していきます。

・堀川口防潮水門は、平成３３年度の完了を目途に躯体の耐震補強工
事を着実に推進するとともに、新たな水門の整備に向けて検討を進めて
いきます。

・中川口通船門は、平成３０年度の完了を目途に躯体の耐震補強工事を
着実に推進していきます。

【
展
開
②

】

・大江ふ頭耐震強化岸壁の老朽化対策として、地盤改良、新設控え鋼管杭打設なら
びに既設鋼管矢板補修を行いました。

・港湾施設等アセットマネジメント推進計画に基づき、目標値より多くの箇所で施設の
補修を行いました。

【
展
開
②

】

・大江ふ頭耐震強化岸壁は、鉄道車両や航空機の部品などを扱っており、
岸壁利用に大きな影響が出ないよう、事業を実施する必要があります。

・港湾施設等アセットマネジメント推進計画に基づき、計画的な維持補修に
努め、施設の長寿命化を図る必要があります。

・大江ふ頭耐震強化岸壁の改良は、平成３１年度の完了を目途に利用
者調整を図りながら、事業進捗を図っていきます。

・港湾施設等アセットマネジメント推進計画に基づき、引き続き、平成３７
年度まで集中的に補修を進めていきます。

施05
事202

施05
事203

施05
事301

施05
事302

【展開③】港湾施設等の耐震化による安全性の向上

名古屋港管理組合所管の
建築物の地震対策率
【進行管理型】

74％ 84％ 86％
90%（累計）

74％ 84％ 86％

31,217千円

- 57箇所 115箇所

26年度完了

事業進捗率（整備費換算）
【進行管理型】

施05
事103

施05
事104

施05
事105

施05
事106

施05
事201

防潮扉（改良）整備事業
（事業推進課）

堀川口防潮水門の地震・津波対策
（工事課）

中川口通船門の地震・津波対策
（工事課）

海岸保全基本計画
（名古屋港海岸）の見直し

（計画担当）

大江ふ頭耐震強化岸壁改良事業
（事業推進課）

港湾施設等の維持補修
（維持管理推進担当）

港湾施設等
アセットマネジメントの推進
（維持管理推進担当）

建築物耐震対策整備事業
（施設工事担当）

港湾施設等の耐震性の検証
（工事課）

【展開②】港湾施設の計画的な更新・強化による安心・安全な港湾機能の提供

143,820千円

3工程

件 0 0 0 0
（発生させない）

年度
実績等


